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１６．慣性の法則

要約

インペトの理論にもとづき、ガリレオは慣性の法則に至った。ガリレオの動力学の基礎

は静力学であり、力と仕事率の混同にもとづくアリストテレスの押し曳きの力学がなくな

った。

ガリレオの理論においては運動量と運動エネルギーの混同があった。

インピータスのは、（Ｗ－ｗ）ｘのｘを時間と考えれば運動量のことになり、ｘを距離

と考えれば運動エネルギーのことになる。この点は理論構成の上でほとんど支障がなかっ

た。ただし、運動量を考えるならばベクトル量としてその向きを考えなければならない。

ガリレオはそのような考えがなかったので、惑星の円運動を慣性運動と考えたのである。
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１７．オレムの法則と正しい落体の法則

要約 インピータスを（Ｗ－ｗ）ｘのｘを距離という考えは間違っていることに気づいた

ガリレオはｘを時間と考えることになった。

ガリレオはｖ∝ｔからオレムの法則によってｓ∝ｔ２を導いた。これは『新科学対話』

に出てくる。中世の学者オレムの法則を用いていることからも、ガリレオが、古代・中世

の学者から学んでそれを生かしていることがわかる。模倣を徹底することによって創造的

な仕事を成し遂げることができたのである。

授業書《速さと時間と距離》や《力と運動》でｖ－ｔグラフから電車の進む距離や落下

距離を求めるようにしているが、これは、『新科学対話』に出てくる解法そのものである。


